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ヒト胃腸管内には無数の微生物叢 (microbiota)と称される主に嫌気性の1000種以上の微生物が

一兆個以上生息している（Zoetendalらが2006年に報告）。消化管内の環境は微生物にとって比

較的都合が良く、宿主によって産生および消耗される栄養素も供給される。この微生物叢は宿

主の栄養摂取、腸上皮の増殖と活性、免疫機構の発達、完全な粘膜関門の維持、薬物／生体異

物代謝への寄与など、さまざまなプロセスに寄与している（Bäckhedらが2004年に報告）。消

費者は食事と健康がプロバイオティクスのような機能性食品を含めた食品業界の革新的食物

製品の開発と密接な関係があることをますます理解しつつある。特定の乳酸菌（LAB）プロバ

イオティクス細菌を食物に添加することによって新たな恩恵を得られるということが、ここ数

年の間に分かってきている（Saxelinらが2005年に報告）。何百年も前から我々が腸内微生物と

ともに進化してきていることや、この微生物叢は遺伝子ネットワークを操作するようにプログ

ラムされていることは周知の事実となっている（Rawlsらが2004年に報告）。乳酸菌とビフィ

ズス菌（LAB&B）の科学的重要性については100年以上も前から注目が寄せられるなか、現在

プロバイオティクスとして市場に出回っているLAB&Bは食品業界の一領域としての意義を急

速に拡大しつつあり、多くの国々で機能性食品の代表的存在となっている。複雑な微生物叢が

多岐にわたって存在するヒトの胃腸管は、機能的食品を含めるプロバイオティクの標的となっ

ている。特に乳酸菌とビフィズス菌については、複雑な生態系の微生物叢を観察および特定す

るために、現在では16S rRNAプライマーを用いたPCR-denaturing gradient gel electrophoresis 

(DGGE)や16S rRNAプローブを用いた蛍光 in situ ハイブリダイゼーション法といった培養に

依存しない手法が構築されるようになった（Vaughanらが2005年に報告）。多様なゲノム配列

とハイスループット機能ゲノム科学のような分子テクノロジーの応用により、消化管に対する

LABの環境柔軟性と適応能力を探求するための新しい技術が生み出されている（de vriesの

2006年の報告）。ゲノム配列は完全に解明されているわけではないが、ゲノムDNAのクロー

ンライブラリーに基づく高性能配列（smart man arrays）もまた、ヒト腸内の糞便生態系による

共生ビフィズス菌のコミュニティートランスクリプトームの研究に応用されている（Klaassens

らが2005年に報告）。これらの分子手法を応用することによって、LAB&Bと宿主との関係を

探求することができる。 
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